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「
回え

向こ
う

」
と
い
う
言
葉
の
意
味
を
、
亡
く

な
っ
た
方
に
対
す
る
追
善
の
弔
い
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
？ 

   

人
が
亡
く
な
る
と
塔
婆
を
た
て
て
ご
回

向
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
と
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
も
「
回
向
」
と

は
そ
れ
だ
け
の
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

   

仏
教
諸
宗
の
中
に
は
、
死
者
追
善
の
回

向
を
す
る
事
だ
け
が
功
徳
の
深
い
行
為

だ
と
説
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
し

回
向
と
は

水
谷
随
歓
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か
し
、
御
祖
師
様
の
教
え
に
は
、
死
者
追

善
だ
け
が
回
向
だ
と
は
お
お
せ
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

  

妙
講
一
座
に
、「
願
く
は
受
持
口
唱
し

奉
る
、
本
地
本
法
の
功
力
を
以
て
、
法ほ
う

界か
い

群ぐ
ん

霊れ
い

離り

苦く

得と
く

益や
く

仏ぶ
っ

果か

菩ぼ

提だ
い

。
門
流
持
経
者

の
面
々
・
・
・
当
病
平
癒
、
病
即
消
滅
。

一
天
四
海
皆
帰
妙
法
」
と
い
う
御
文
が
あ

り
ま
す
。「
全
て
の
も
の
を
回
向
し
苦
し

み
を
取
り
除
け
る
よ
う
に
と
祈
願
し
、
皆

が
妙
法
に
縁
が
つ
き
ま
す
よ
う
に
」
と
い

う
意
味
で
す
。

 

「
回
向
」
の
「
回
」
は
ま
わ
し
巡
ら
す
、

「
向
」
は
お
も
む
き
む
か
う
、
と
い
う
意

味
で
、「
此
方
の
も
の
を
回
し
て
向
こ
う

へ
や
る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
大だ
い

智ち

度ど

論ろ
ん

」
と
い
う
御
文
に
は
、「
回
向
と
は
声

を
回
し
て
角つ
の

に
入
ル
ル
が
如
し
」
と
説
か

れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
地じ

声ご
え

で
は
遠
く

に
届
か
な
い
け
れ
ど
法ほ

螺ら

貝が
い

に
吹
き
入

れ
る
と
遠
方
に
響
き
渡
る
と
い
う
の
で

す
。
自
分
の
利
益
の
た
め
だ
け
に
願
う
の

は
功
徳
が
小
さ
く
、
人
の
幸
せ
を
願
う
こ

と
は
法
螺
貝
に
声
を
吹
き
入
れ
る
よ
う

に
功
徳
の
響
き
が
大
き
い
と
い
う
わ
け

で
す
。
す
な
わ
ち
、
自
分
の
願
い
よ
り
も
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亡
く
な
っ
た
方
の
追
善
回
向
を
、
と
口
唱

す
れ
ば
功
徳
は
大
き
く
な
る
の
で
す
。　

　

ま
た
、
他
の
信
者
の
信
心
増
進
の
た
め

や
、
病
気
の
方
の
快
癒
の
た
め
に
祈
願
す

る
な
ど
、
お
助
行
や
折
伏
を
す
る
こ
と
も

功
徳
の
深
い
回
向
の
行
で
す
。
さ
ら
に
、

教
化
誓
願
を
た
て
て
ご
弘
通
に
努
力
す

る
ご
奉
公
は
、
よ
り
一
層
大
き
な
功
徳
を

頂
け
る
回
向
行
と
な
り
ま
す
。

   

普
段
、
皆
さ
ん
が
朝
の
お
看
経
後
に
し

て
い
る
お
寺
で
の
詰
め
助
行
も
回
向
行

で
す
。

  

助
行
、
折
伏
、
弘
通
と
い
っ
た
ご
奉
公

に
よ
る
回
向
行
に
い
っ
そ
う
力
を
入
れ
、

大
き
な
功
徳
を
積
む
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
大
き
い
功
徳
を
積

む
こ
と
の
出
来
る
ご
奉
公
を
後
世
に
伝

え
る
こ
と
で
す
。
若
い
世
代
の
方
々
に
他

人
の
為
に
ご
奉
公
す
る
こ
と
が
い
か
に

大
切
な
こ
と
か
を
伝
え
残
し
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
が
、
私
た
ち
佛
立
本
旨
講
の
発
展
に

繋
が
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

   

も
し
、
死
者
追
善
の
回
向
だ
け
が
ご
利

益
の
道
と
思
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら
、
そ

の
考
え
の
違
い
を
教
え
、
回
向
の
本
義
を

伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
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昨
年
よ
り
、
７
月
だ
っ
た
開
導
会

を
６
月
に
奉
修
さ
せ
て
頂
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
家
族
班
内
隅
々
ま
で

お
寺
参
詣
の
喜
び
を
話
し
、
こ
の
機

会
に
一
人
で
も
多
く
の
人
が
お
寺
に

近
づ
け
る
よ
う
ご
奉
公
さ
せ
て
頂
き

ま
し
ょ
う
。

一
、
随
喜
轉
教
に
つ
い
て

　

仏
は
「
因
果
の
道
理
」
を
説
か
れ

ま
し
た
。「
善
い
種
ま
き
を
す
れ
ば

幸
い
が
や
っ
て
く
る
、
悪
い
種
ま

き
な
ら
苦
が
や
っ
て
く
る
」
と
い
う

道
理
で
す
。
病
や
人
間
関
係
等
の
悩

み
で
苦
し
ん
で
い
る
他ひ

と人
の
幸
せ
を

願
っ
て
祈
願
を
書
く
菩
薩
行
の
喜
び

を
、
若
い
人
達
に
も
積
極
的
に
話
し

ま
し
ょ
う
。

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
朝
参
詣

　

週
間　
　

１
日（
金
）～
７
日（
木
）

・「
開
講
本
旨
再
興
祈
願
」
口
唱
会

３
日(

日)

午
前
９
時
半

二
、
開
導
会

　

開
導
会
は
６
月
17
日
（
日
）
に
奉

修
さ
れ
ま
す
。
奉
修
座
割
り
は
下
記

予
定
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

お
会
式
は
全
信
徒
が
願
主
と
な
っ

て
奉
修
す
る
報
恩
感
謝
の
式
典
。
皆

で
参
詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。
奉

修
費
・
お
花
料
・
御
供
米
料
の
奉
納

は
寺
務
所
に
、
参
詣
予
定
者
数
の
申

１
日
～
７
日　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　
　
　

朝
参
詣
週
間

１
日

（金）　
開
講
本
旨
再
興
祈
願
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時

２
日

（土）　

運
営
会
議　

午
前
９
時
半

３
日

（日）　

開
講
本
旨
再
興
祈
願
口
唱

　
　
　
　

会　
　
　
　
午
前
９
時
半

５
日

（火）　

開
導
会
、
奉
修
費
・
お
花

　
　
　
　

料
・
御
供
米
料
の
奉
納
、

　
　
　
　

参
詣
予
定
者
数
申
込
締
切

９
日

（土）　

連
合
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
９
時
半

　

〃　
　

後
続
者
育
成
係
連
絡
会

　
　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
半

13
日

（水）　
高
祖
大
士
御
命
日
総
講

午
前
10
時
半

16
日

（土）　

開
導
会
全
体
会
議
・
準
備

６
月
の
寺
内
行
事
予
定
表

６
月
の
ご
奉
公
の
す
す
め
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し
込
み
は
受
持
ち
講
師
に
、
６
月
５

日
ま
で
に
済
ま
せ
て
下
さ
い
。

三
、 三
島
聞
泉
寺
団
参

　

６
月
24
日
（
日
）
は
聞
泉
寺
開
導

会
の
団
参
で
す
。
参
詣
当
番
は
第
三

地
区
で
す
。
同
志
寺
院
の
ご
弘
通
の

応
援
と
な
る
大
切
な
ご
奉
公
で
す
。

大
勢
で
参
詣
さ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ

う
。

四
、
信
徒
講
習
会

　

平
成
30
年
度
、
第
一
回
信
徒
講
習

会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
「
ご
信
心
を
伝
え
る
Ｑ
＆

Ａ
」
と
「
百
日
参
詣
体
操
」
で
す
。

ぜ
ひ
受
講
し
ま
し
ょ
う
。

６
月
10
日
（
日
）
午
前
９
時
半

６
月
12
日
（
火
）
午
前
９
時
半

６
月
23
日(

土)

午
前
９
時
半

五
、 七
月
の
行
事
予
告

・
夏
期
参
詣

　

７
月
１
日(

日)

か
ら
７
月
31
日

(

火)

ま
で
で
す
。
本
年
度
の
ご
奉

公
の
テ
ー
マ
は
お
参
詣
で
す
。
今
月

の
内
か
ら
目
標
を
決
め
、
将
引
計
画

を
立
て
て
臨
み
ま
し
ょ
う
。

・
夏
季
錬
成
会

　

各
地
区
で
次
世
代
の
方
達
が
参
加

し
よ
う
と
思
え
る
計
画
を
立
て
て
す

す
め
て
く
だ
さ
い
。

・
夏
季
総
回
向

　

７
月
22
日(
日)
に
奉
修
さ
れ
ま

す
。
班
内
家
族
皆
が
先
祖
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
が
深
ま
る
よ
う
丁
寧
に
回

向
の
大
事
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　

ご
奉
公　
　

午
前
９
時
半

17
日

（日）　
開
導
会

　
　
　
　

第
一
座　
　
　
午
前
10
時

　
　
　
　
　
第
一
地
区
、
第
二
地
区

　
　
　
　

    （
目
黒
世
田
谷
・
品
川
連
合
）

　
　
　
　
　
特
別
地
区
、
妙
証
会

　
　
　
　
第
二
座　
　
午
前
11
時
半

　
　
　
　
　

第
三
地
区
、
第
二
地
区

　
　
　
　
　
（
か
な
が
わ
・
多
摩
連
合
）

　
　
　
　
　
特
別
地
区
、
妙
証
会

24
日

（日）　

団
参
・
聞
泉
寺
（
三
島
）

　
　
　
　

開
導
会　

担
当
第
三
地
区

25
日

（月）　
門
祖
聖
人
御
命
日
総
講

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
半

　

〃　
　

正
副
教
区
長
会午

後
12
時
半

　
　
　
　
　

一
地
区
：
２
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

二
地
区
：
１
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　

三
地
区
：
和
室
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四
百
六
十
八
名
と
い
う
多
数
の
参
詣

を
得
て
盛
大
に
開
筵
式
が
奉
修
出
来

た
こ
と
は
教
講
一
同
の
大
き
な
喜
び

で
あ
り
、
新
本
堂
建
立
を
如
何
に
待

ち
望
ん
で
い
た
か
と
い
う
皆
の
気
持

ち
の
表
わ
れ
で
あ
っ
た
と
存
じ
ま

す
。

　
　
　
● 
● 
❷ 
● 

●

　

平
成
10
年
10
月
の
宗
門
離
脱
か
ら

始
ま
っ
た
苦
難
の
日
々
も
、
こ
の
新

本
堂
開
筵
式
を
も
っ
て
一
応
の
形
が

整
っ
た
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
顧
み
れ

ば
こ
の
問
題
は
、
三
十
数
年
前
に
さ

　
　
　
● 

● 

❶ 
● 
●　
　

　

昨
年
４
月
22
日
、
23
日
の
両
日
に

は
、
日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法
要
に

あ
わ
せ
て
本
駒
込
新
本
堂
開か

い
え
ん
し
き

筵
式
を

奉
修
し
、

引
き
つ
づ

き
東
京
湾

ク
ル
ー
ズ

船
上
で
祝

賀
会
を
開

催
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
し
た
。

 
日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法
要
で
の
奉
告 

　　

  　　
　か
の
ぼ
る
昭
和
60
年
頃
の
バ
ブ
ル
景

気
に
便
乗
し
て
、
宗
務
本
庁
内
で
基

本
財
産
積
立
金
流
用
に
よ
る
株
式
投

資
が
秘ひ
そ

か
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

発
端
で
し
た
。
時
間
の
経
過
と
と
も

に
事
件
そ
の
も
の
は
風
化
し
ま
す

が
、
事
件
の
発
覚
を
恐
れ
る
あ
ま
り

時
の
総
導
師
第
二
十
世
講
有
日
尚
上

人
を
解
任
し
た
行
為
は
「
人に
ん
ぼ
う
い
っ
か

法
一
箇

と
い
う
を
忘
れ
て
人
を
捨
つ
る
の
こ

と
」
と
い
う
開
導
聖
人
御
指
南
の
仰

せ
に
明
ら
か
に
反
す
る
謗
法
で
あ

り
、
時
間
が
経
っ
て
も
拭
い
去
る
こ

と
は
出
来
な
い
『
地じ
ご
く獄
の
業ご
う

』
と
言

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
法
は
一
人

で
広
ま
ら
ず
」と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

妙
法
五
字
と
そ
れ
を
伝
え
る
御
導
師

は
一い

っ
た
い体
不ふ

に二
で
、
人に
ん

を
謗
れ
ば
法ほ
う

を

　

快
晴
の
六
角
堂
日
尚
上
人
御ご
れ
い
び
ょ
う

霊
廟
に
お
い
て
、
日
在
導
師
よ
り
、
平
成

二
十
九
年
度
妙
應
寺
ご
奉
公
の
概が
い
よ
う要
が
奉
告
さ
れ
ま
し
た
。
以
下
抄
録
。
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謗
る
に
な
り
ま
す
。
宗
門
あ
げ
て
謗

法
行
為
を
容
認
し
た
本
門
仏
立
宗

は
、
も
は
や
自
浄
能
力
の
欠
如
し
た

開
導
聖
人
開
講
本
旨
に
反
す
る
集
団

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
● 

● 

❸ 

● 
●

　

一
昨
年
あ
ら
た
に
宗
教
法
人
の
認

証
を
得
て
、
念
願
の
新
本
堂
も
完
成

さ
せ
た
佛
立
本
旨
講
妙
應
寺
は
、
開

導
聖
人
の
常
じ
ょ
う
こ
う
た
ん
ど
く
め
つ
ざ
い
し
ょ
う

講
歎
読
滅
罪
抄
に
も
と

づ
き
、
高
祖
さ
ま
が
御
題
目
、
御
題

目
が
高
祖
さ
ま
、
一
つ
に
し
て
二
つ

に
ま
し
ま
す
、と
い
う
「
人
法
一
箇
」

の
御
指
南
を
遵じ
ゅ
ん
し
ゅ守し
て
妙
法
口
唱
の

信
仰
が
再
び
謗
法
に
堕だ

す
る
こ
と
の

無
い
よ
う
精
進
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
「
参
詣
」
を
中

心
テ
ー
マ
に
す
え
て
お
寺
参
詣
、
御

講
参
詣
へ
の
将し
ょ
う
い
ん引に
力
を
入
れ
、
よ

り
多
く
の
人
に
妙
法
口
唱
の
御
利
益

を
伝
え
て
ま
い
る
所
存
で
す
。
明
年

に
は
日
尚
上
人
御
十
七
回
忌
を
お
迎

え
し
ま
す
が
、
開
講
本
旨
再
興
の
思

い
を
引
き
継
ぎ
、
佛
立
本
旨
講
の
名

に
恥
じ
な
い
御
奉
公
に
励
む
こ
と
を

お
誓
い
し
ま
す
。
我
ら
末
弟
の
微
意

を
御ご
し
ょ
う
ら
ん

照
覧
く
だ
さ
り
一
層
の
御
冥
加

を
賜
ら
ん
こ
と
を
請
い
願
い
奉
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
三
十
年
四
月
二
十
二
日

佛
立
本
旨
講
妙
應
寺
住
職　

日
在

合 　

掌

 
本
堂
で
は
「
日
尚
上
人
物
語
」
を
上
映

さ
れ
た
の
は
、「
公
金
の
流
用
な
ど

は
改
め
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
講
有

を
辞
め
さ
せ
る
行
為
は
、
人
法
一
箇

を
破
る
謗
法
で
す
」
と
言
う
点
。

　

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
、
こ
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ご
家
族

に
も
お
勧
め
下
さ
い
。

　

平
成
22
年
、
れ
ん
げ
ま
つ
り
で
上

演
さ
れ
た
人
形
劇

「
日
尚
上
人
物
語

（
轉
教
４
月
号
）」

を
リ
メ
イ
ク
し
た

ビ
デ
オ
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
中

で
、
台
本
に
加
筆
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奉
告
式
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　   

評
議
員
会
議
長
　
五
十
嵐
孝
雄

　

私
は
日
尚
上
人
と
直
接
お
話
を
さ

せ
て
頂
い
た
機
会
は
あ
ま
り
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
甲
御
講
の
お
迎
え
の

ご
奉
公
や
、
自
宅
で
の
甲
御
講
を
お

受
け
し
た
時
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
と
お

話
を
さ
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は

そ
の
時
の
日
尚
上
人
の
穏
や
か
な
笑

顔
が
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。

　

お
話
は
仕
事
に
つ
い
て
の
こ
と

や
、
ご
奉
公
が
な
か
な
か
で
き
な
い

こ
と
、
そ
の
他
も
ろ
も
ろ
の
こ
と
の

話
を
さ
せ
た
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お

話
を
し
て
い
る
と
き
に
、
お
笑
い
に

な
る
笑
顔
と
共
に
、
そ
の
時
い
た
だ

い
た
御
教
導
が
今
も
残
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
５
度
の
大

病
を
乗
り
越
え
ら
れ
て
、
ご
奉
公
に

励
む
こ
と
が
出
来
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
は
日
尚
上
人
の
御
教
導

を
守
り
、
ご
弘
通
ご
奉
公
に
励
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

本
日
ご
参
詣
の
皆
様
も
日
尚
上
人
よ

り
の
御
教
導
を
い
た
だ
い
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
今
一
度
、
報
恩
の
気

持
ち
を
起
こ
し
て
い
た
だ
い
て
、
ご

弘
通
の
御
奉
公
に
励
ん
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

１
日
～
７
日　
「
開
講
本
旨
再
興
祈

　
　

願　

朝
参
詣
週
間
」

１
日(

日)　

開
講
本
旨
再
興
祈
願

　
　

総
講
を
午
前
10
時
半
か
ら
奉
修

　
　

地
区
・
連
合
・
教
区
・
事
務
局

　
　

辞
令
伝
達
式
並
び
に
平
成
30
年

　
　

度
ご
奉
公
の
誓
い
を
併
修

〃　

評
議
員
会
（
正
・
副
議
長
選
挙
）

　
　

午
後
12
時
半
よ
り
開
催

２
日(

月)　

 

開
講
本
旨
再
興
日
尚

　
　

上
人
祥
月
御
命
日
法
要
奉
修
費

　
　

奉
納
・
御
塔
婆
・
参
詣
人
数
申

　
　

込
締
切

７
日(

土)　

運
営
会
議
を
午
前
９

　
　

時
半
よ
り
開
催

13
日(

金)　

高
祖
大
士
御
命
日
総

　
　

講
を
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修　

14
日(

土)　

連
合
幹
事
会
を
午
前

　
　

９
時
半
よ
り
開
催

平
成
30
年
４
月
の
寺
内
行
事
報
告
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４
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
文
化
会
。

　

刺
繍
教
室
は
、
素
敵
な
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
カ
バ
ー
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
教
室
で
は
、
メ
ー
ル
と
ラ

イ
ン
の
使
い
方
、
面
白
ア
プ
リ
の
紹

介
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
サ
ロ
ン
は
、
コ
ー
ヒ
ー
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
朝
顔
の
折
り
紙
な

ど
を
し
な
が
ら
、
気

楽
な
交
流
の
ひ
と
時

で
し
た
。　

文
化
花
咲
く
妙
應
寺

朝
参
詣
、お
総
講
の
あ
と
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
！

〃　

後
続
者
育
成
連
絡
会
を
午
前
10

　
　

時
半
よ
り
開
催

15
日(

日)　

開
導
会
奉
修
本
部
会

　
　

議
を
午
前
10
時
半
よ
り
開
催

17
日(

火)　

開
導
聖
人
御
命
日
総

　
　

講
を
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

21
日(

土)　

 

開
講
本
旨
再
興
日
尚

　
　

上
人
祥
月
御
命
日
法
要
・
準
備

　
　

ご
奉
公
を
午
前
９
時
よ
り
開
催　

22
日(

日)　

 

開
講
本
旨
再
興
日
尚

　
　

上
人
祥
月
御
命
日
法
要
を
午
前

　
　

10
時
よ
り
奉
修

〃　

奉
告
式
を
午
後
１
時
よ
り
奉
修

　
　

(

六
角
堂)

25
日(

水)　

門
祖
聖
人
御
命
日
総

　
　

講
を
午
前
10
時
半
よ
り
奉
修

〃　

正
副
教
区
長
会
を
午
後
12
時
半

　
　

よ
り
開
催

29
日(

日)

立
教
開
宗
記
念
五
時
間

　

口
唱
開
を
午
前
９
時
半
よ
り
奉
修

4 月 20 日 スマホ教室でラインとは？

4 月 13 日 刺繍教室でティッシュ入れ制作

4 月 23 日 文化サロンでは折り箱作り

【６月の予定】 
文化サロン 11 日 ( 月）「茶話会」、「歌声喫茶」
刺繍教室 　14 日 ( 木 )「1,2 回目の追加、復習」
スマホ教室 19 日 ( 火 )「メールと地図アプリ」
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常
講
歎
読
滅
罪
抄
の
中
の
一
つ
、

「
人に

ん
ぼ
う
い
っ
か

法
一
箇
」
に
つ
い
て
は
、
今
号

の
「
轉
教
」
の
中
で
も
各
処
で
触
れ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
是
非
、
こ
の
機

会
に
、
そ
の
歴
史
と
意
義
を
再
認
識

 
開
導
会
・
夏
期
参
詣
へ
家
族
揃
っ
て

　

開
導
会
が
６
月
17
日
（
日
）
に
奉

修
さ
れ
ま
す
。

　

江
戸
時
代
末
期
、
法
華
宗
か
ら
離

れ
て
佛
立
講
を
開
講
さ
れ
た
日
扇
聖

人
で
す
が
、
様
々
な
ご
苦
労
を
伴
っ

た
ご
弘
通
活
動
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
起
き
た
「
内
紛
事
件
」。

こ
の
事
態
を
憂
慮
さ
れ
た
日
扇
聖
人

は
、
常
講
歎
読
滅
罪
抄
と
い
う
私
た

ち
に
と
っ
て
と
て
も
大
切
な
御
指
南

を
し
た
た
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
開
導
会
で
は
、
常
講
歎
読

滅
罪
抄
に
つ
い
て
、
誕
生
の
経
緯
か

ら
内
容
ま
で
、
短
時
間
で
す
が
、
分

か
り
易
い
ビ
デ
オ
で
上
映
予
定
で

す
。

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
内
で
の
お
参
詣
将
引

の
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
上
映
し
た
ビ

デ
オ
を
ご
活
用
下

さ
い
。
ス
マ
ホ
で

下
記
Ｈ
Ｐ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

夏期参詣将引の「お願い事」を書いた
朝顔を壁一面に咲かせましょう

　

７
／
１
㊐
～
31
㊋
の
夏
期
参
詣
期

間
中
、
壁
一
面
お
願
い
事
を
記
し
た

朝
顔
を
一
杯
張
り
出
し
ま
す
。

　

折
り
紙
で
朝
顔
つ
く
り
は
簡
単
。

苦
手
と
い
う
方
に
は
、
文
化
サ
ロ
ン

で
作
っ
た
完
成
品
も
あ
り
ま
す
。

　

特
別
教
区
の
皆
さ
ん
に
は
、
折
り

方
説
明
書
と
一
緒
に
千
代
紙
を
お
送

り
し
ま
し
た
。

　

５
月
中
旬
か
ら
張
り
出
し
ま
す
。
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昔
、
あ
る
ご
信
者
か
ら
聞
い
た
お

話
で
す
。

　

教
化
を
受
け
て
ご
信
心
を
さ
せ
て

頂
い
て
ま
し
た
が
、
御
利
益
を
頂
い

た
り
お
罰
を
頂
い
た
り
し
て
、
ご
信

心
は
離
れ
ら
れ
な
い
も
の
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
物
事
が
順
調

に
行
っ
て
油
断
し
た
の
か
、
御
看
経

が
上
が
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
主
人
が
体
を
悪
く

し
、
長
男
は
非
行
に
走
り
、
娘
は
家

に
帰
っ
て
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

そ
こ
で
ハ
ッ
と
気
づ
き
、
信
心
改

良
を
誓
い
、
千
日
参
詣
を
志
し
ま
し

た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
の
参
詣
で
、

真
夜
中
の
参
詣
も
あ
り
ま
し
た
（
当

時
は
、
本
堂
の
裏
口
が
開
い
て
お
り

夜
で
も
本
堂
に
お
参
り
出
来
た
の
で

す
）。
な
り
ふ
り
構
わ
ず
必
死
の
お

参
詣
で
、
そ
れ
を
見
た
あ
る
教
務
さ

ん
か
ら
、
ど
う
し
た
、
鬼
の
よ
う
な

顔
を
し
て
い
る
ぞ
、
と
も
言
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ほ
ど
必
死
に
参
詣
し
た

の
で
す
。
其
頃
の
心
境
を
言
う
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
上
信
浄
師

ぐ
ら
ぐ
ら
煮
え
た
ぎ
る
油
の
中
に
、

え
び
の
し
っ
ぽ
を
ギ
ュ
ッ
と
突
っ
込

ま
れ
る
、
そ
ん
な
状
況
だ
っ
た
と
の

こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、千
日
近
く
な
る
と
、段
々

と
家
庭
の
環
境
も
変
わ
っ
て
、
主
人

も
健
康
を
回
復
し
、
長
男
も
非
行
か

ら
脱
し
、
娘
も
家
庭
に
戻
っ
て
く
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
辛

か
っ
た
が
、
千
日
参
詣
を
さ
せ
て
頂

い
て
お
計
ら
い
を
頂
き
ま
し
た
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

極
楽
百
年
の
修
行
は
、
穢
土
一
日

の
功
に
及
ば
ず
と
い
い
ま
す
が
、
辛

い
中
苦
し
い
中
を
努
め
る
か
ら
こ

そ
、
功
徳
が
積
ま
れ
、
御
利
益
も
現

れ
る
。
仏
様
は
そ
ん
な
私
た
ち
を
見

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
心
欲
見
仏
　
不
自
惜
身
命

　
　
　
　（
法
華
経
寿
量
品
）
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■
私
の
よ
ろ
こ
び

お
役
を
い
た
だ
い
て

　
　

 　
　
　
　

                                                         

大
井
大
森
教
区　

Ｗ
さ
ん

　

今
年
は
日
曜
日
に
甲
御
講
の
お
席

を
い
た
だ
き
、
大
勢
の
お
参
詣
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
引
越
し
を

控
え
て
お
忙
し
い
中
、
Ｔ
さ
ん
ご
家

族
や
甲
御
講
初
参
詣
の
Ｎ
さ
ん
に
も

お
参
詣
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
母
が
元
気
で
、
兄

姉
た
ち
、
主
人
や
子
供
た
ち
も
い
て

く
れ
て
と
て
も
嬉
し
く
心
強
く
お

も
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
、
５
人
の
兄
姉
の
末

子
で
、
上
の
兄
た
ち
と
は
、
一
周
り

離
れ
て
い
ま
す
の
で
、
幼
い
頃
、
よ

く
兄
や
姉
に
お
ぶ
わ
れ
た
り
、
抱
か

れ
た
り
し
た
事
を
お
も
い
だ
し
ま

す
。
そ
ん
な
私
は
大
人
し
く
、
引
っ

込
み
思
案
で
、
学
校
で
も
手
を
上
げ

た
り
、
班
長
で
も
、
部
活
で
も
、
長

と
名
の
付
く
役
目
は
一
切
避
け
て
通

り
、
な
る
べ
く
目
立
た
な
い
様
に
し

て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
自
分
の
子
供
が
幼
稚

園
や
学
校
に
入
る
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
子
供

会
の
役
員
が
回
っ
て
き
ま
す
。
委
員

長
決
め
の
日
な
ど
は
、
恥
ず
か
し
な

が
ら
御
宝
前
に
手
を
合
わ
せ
て
「
ど

う
か
長
に
な
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と

お
願
い
し
て
出
か
け
る
と
必
ず
、
長

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
時
、

ご
法
様
か
ら
、
あ
な
た
は
今
ま
で
い

■
私
の
よ
ろ
こ
び

も
う
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん

　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                          

都
教
区　

Ｓ
さ
ん

ろ
ん
な
こ
と
に
逃
げ
て
き
ま
し
た

ね
。
あ
な
た
に
は
、
そ
う
い
う
部
分

が
足
り
な
い
の
で
す
。
少
し
勉
強
し

な
さ
い
。
と
言
う
事
だ
な
と
思
い
ま

し
た
。
で
す
か
ら
、
２
年
前
、
教
区

長
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
時
、
こ
れ

は
逃
げ
て
は
い
け
な
い
の
か
な
と
思

い
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ん
は
じ
め
、
教
区

連
合
の
方
々
に
優
し
く
見
守
ら
れ
助

け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
目
の
前
の

問
題
に
一
つ
一
つ
ぶ
つ
か
り
な
が

ら
、当
た
っ
て
く
だ
け
ろ
の
精
神
で
、

人
と
し
て
も
成
長
し
て
い
け
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
十
一
月
に
自
宅
で
甲
御
講
を

受
け
た
ば
か
り
で
し
た
の
で
、
今
回

は
庫
裡
の
御
宝
前
を
お
借
り
し
て
席

主
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
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ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
日
は
偶
然
に
も
私
の
母

の
祥
月
命
日
で
、
さ
ら
に
二
十
七
回

忌
に
あ
た
り
、
母
も
さ
ぞ
喜
ん
で
い

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

二
年
前
の
不
整
脈
の
発
作
で
、
仕

事
は
無
理
、
生
活
の
こ
と
を
思
う

と
不
安
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た

が
、
家
内
か
ら
御
宝
前
に
お
任
せ
す

る
し
か
な
い
で
し
ょ
う
と
言
わ
れ
、

お
看
経
を
あ
げ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
計
ら
い
を
い
た
だ
い

て
、
ま
た
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ご
奉

公
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
会
社
も
私
の
体
を
考
慮
し
て
、

仕
事
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
く

れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
た
く
て

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
役
に
立
て
る
よ
う

に
ご
奉
公
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

親
子
三
代
で
よ
ろ
こ
び
の
信
心

　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

                                           

品
川
教
区　

Ｋ
さ
ん

　

今
回
は
、
品
川
連
合
品
川
教
区
の

Ｔ
さ
ん
宅
で
後
続
者
育
成
助
行
を
開

催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
詣
者
も
二
十
三
名
の
大
勢
の
信

者
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

Ｔ
さ
ん
一
家
は
長
男(

Ｋ
さ
ん
家
族)

と
二
世
帯
同
居
で
す
が
、
親
任
せ
、

子
供
任
せ
に
せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
が
仕

事
と
信
心
を
両
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
川
連
合
品
川
教
区
の
仲
間
達
と
、

こ
れ
が
最
後
の
お
助
行
ご
奉
公
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｔ
さ
ん
一
家
は
三
月
二
十
三
日
に

茨
城
に
引
越
し
、
水
戸
教
区
に
移
籍

い
た
し
ま
す
。

　

大
変
、
お
忙
し
い
中
、
こ
こ
ろ
よ

く
お
助
行
を
受
け
て
頂
き
ま
し
た
。

家
族
全
員
で
ご
宝
前
の
お
給
仕
を
し

て
、
お
寺
参
詣
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
務

ご
奉
公
を
や
り
繰
り
し
て
い
ま
す
。

正
に
、
お
手
本
の
よ
う
な
信
者
さ
ん

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
す
。

　

ど
こ
の
教
区
に
行
か
れ
て
も
、
お

寺
の
御
弘
通
ご
奉
公
に
精
進
さ
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
今
後
の
活
躍
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
皆
で
無
事
転

宅
、
交
通
安
全
を
御
祈
願
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。



14

日
尚
上
人
祥
月
御
命
日
法
要
厳
修

14

本堂

和室

↑お利益談　Ｈさん（品川）  
↓六角堂

日在導師

水谷随歓副住職

↓五十嵐評議員会議長
　山本局長↑
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